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研究成果の概要（和文）：本研究の課題は、16世紀に端を発する「イギリス宗教改革」の過程と、その後近世・
近代を通して形成され、現在に至っている「プロテスタント国家イギリス」のありようの関係を探ることであっ
た。そのような課題を、山本はウェールズの視点から、小林と富田はスコットランドの視点から、岩井・那須・
穴井は17世紀中葉のいわゆるピューリタン革命における宗教の観点から、後藤はカトリック・レキュザントの観
点から、井内は近世の船乗りの信仰実践の観点からそれぞれ追求し、指がそれらを総合した「プロテスタント国
家」神話の再検討を行い、課題の問いに答えうる一定の歴史像を構築した。

研究成果の概要（英文）：The aim of this research project was to explore the relationship between the
 process of the Reformaiton of Britain, which originated in the 16th century, and the state of the 
Protestant Britain that was subsequently formed throughout the early modern and modern periods and 
has continued to the present day. Yamamoto pursued such issues from a Welsh perspective, Kobayashi 
and Tomita from a Scottish perspective, Iwai, Nasu and Anai from the perspective of religion in the 
so-called Puritan Revolution of the mid-17th century, Goto from the perspctive of Catholic 
recusants, and Inai from the perspective of the religious practices of early modern sailors, while 
Sashi synthesised them into a historical image of Protestant nation. The myth of the historical 
image of Protestant nation was re-examined and a certain historical image was constructed that could
 answer the question of the issue.

研究分野： 近世イギリス史、イングランド宗教改革とウェールズ

キーワード： イギリス　ブリテン　宗教改革　プロテスタント国家　ウェールズ　スコットランド　ピューリタン革
命　船乗り

  ３版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究によって到達し得た成果は、研究課題の副題でもある「イギリスの統合と分離の淵源を探る」ことでもあ
る。イギリスは21世紀に入ってEUからの離脱（ブレグジット）を経験したが、それは16世紀に普遍的なヨーロッ
パ・キリスト教世界からのイングランド国教会の離脱にも擬えられる。本研究は特異な政教関係を有する「プロ
テスタント国家イギリス」形成の歴史的なありようを明らかにすることによって、歴史学におけるイギリス宗教
改革の意義を捉え直しただけでなく、ヨーロッパにおけるイギリス国家の位置づけを考え直す手がかりを提供す
ることが出来たと考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



１．研究開始当初の背景 
 
本研究の背景とそれに対する問いとなるのは次の３つであった。 
（１）「長期の宗教改革」を超えて 
 イングランドでの宗教改革を、16 世紀だけに限定せず、より長期的な視点で把握しようとい
う試みは、これまでも、「長期の宗教改革」として、イギリスの学界でもすでに提唱されている。
しかし、それらの研究の多くは、文字通り「教義」や「教会」がどのように改革されたか、とい
う側面にもっぱら焦点が当てられ、旧来の伝統的な教会史・宗教史の問題設定にとどまっている。
宗教改革がもたらした影響は、単に教会組織や宗教思想だけではなく、Ｒ・Ｈ・トーニーやＭ・
ウェーバーの古典的研究を挙げるまでもなく、国制や経済とも密接な関係を持ち、さらには、Ｌ・
コリーの研究が先鞭を付けたように、国民意識の醸成など、単なる宗教思想を超えた、より広範
な人々の意識の問題にまで関わるものであった。 
 本研究では、「長期の宗教改革」が提起した問題を継承しつつ、その議論を発展させ、イギリ
スという国家それ自体のあり方（「プロテスタント国家」という自己認識）を規定した要因とし
ての宗教改革の重要性を明らかにする。また、議論の対象を宗教改革と内戦期に集中させること
で、近代イギリス社会と宗教改革の関係についての新しい歴史像を提示しようとした。 
（２）構築物（フィクション）としての「プロテスタント国家」 
 従来、「近代イギリス＝プロテスタント国家」という枠組みが自明の前提とされてきたが、そ
の妥当性を再検証する必要がある。そうした自己規定が、いつ、どのように形成され、維持され
てきたかについては、あまり研究がなされてこなかった。それは、従来、イングランドの宗教改
革が、すでに国民の間に浸透していた反カトリック意識に基づいた自発的な運動と理解されて
きたからである。しかし、修正論に基づく近年の研究は、前提となる宗教改革期における民衆へ
のプロテスタント信仰の浸透を否定しており、プロテスタント国民としての意識の形成過程を
改めて明らかにする必要がある。 
 例えば、メアリ 1 世治世を対象とした研究の中で、メアリに対する後世の否定的な評価の根
底には、エリザベス治世をプロテスタント国家の完成形として無条件に肯定する歴史観がある
ことが指摘されている。いわば、エリザベス時代を判断基準（規範）として、歴史の評価が下さ
れてきたのである。しかし、修正論以降の研究では、メアリ時代の宗教政策は当時の民衆の宗教
意識に反するものではなかったことが明らかになっており、一方的な評価の妥当性に疑問が出
されている。さらに、近年、ステュアート朝初期においても、メアリ治世をことさらに否定する
状況ではなかったことも指摘されている。すなわち、プロテスタント国家という意識は、たえず
形成途上であったことになり、プロテスタントの守護者としてエリザベスを神話化する歴史理
解、すなわち、実態とは乖離した「フィクションとしてのプロテスタント国家」という自己認識
が確立されてゆくプロセスの解明が重要な課題として挙げられた。 
（３）「ブリテン複合国家」と長い宗教改革  
 本研究の重要な特徴は、「宗教改革」や「プロテスタント国家」の問題を、テューダー史の中
で完結させず、17 世紀の革命期まで射程を広げ、地域も、1530 年代にイングランドと合同した
ウェールズや、17 世紀に入ってイングランドと同君連合を組むことになるスコットランドにま
で広げ、ブリテン島全体を対象としたことである。宗教改革によって、プロテスタンティズムが
イギリスに順調に定着したとする旧来説を批判し、16 世紀における伝統的信仰やカトリック信
仰の残存を強調した修正論が「定説」となって以降、宗教改革とピューリタンによる共和政を頂
点とする 17 世紀の内戦時の宗教状況とを整合的に連続する過程として理解することが困難にな
っている。つまり、かつて一連の歴史過程として、発展史的に理解されていた宗教改革とピュー
リタン革命の間に、大きな歴史理解の齟齬が生じている。 
 17 世紀の内戦・革命が、プロテスタントの大義をめぐる戦いとして同時代人たちに認識され
ていたことは、今日も多くの歴史家が認めている。当然、歴史的に構築された自己認識としての
「プロテスタント国家」がどのように 17 世紀以降のイギリスの政治的現実となり、さらに大規
模な軍事衝突を伴うエネルギーとなり得たのかを、緻密かつ多角的に解明してゆく必要がある。
このことは、イングランドのみを対象とする研究では達成することはできない。1603 年のジェ
イムズ１世（６世）即位から同君連合の関係に入ったスコットランドはもちろん、一般には順調
なプロテスタント化が見られたとされるウェールズと宗教改革実施の困難が大きかったとされ
るアイルランドの比較を含めた「ブリテン国家」の宗教改革という、より包括的な問題設定が必
要となる。本課題は、異なった宗教基盤を持つ複合的な国家において、宗教改革の成果への理解
が、どのように位置づけられ、複合国家の維持にどういった役割を果たしたのかを解明する。近
世イギリスを「ブリテン国家」として捉える研究は、17 世紀のピューリタン革命を考察するさ
いに有効な視座として定着しつつあるが、宗教改革との関係、とくに上記のような（フィクショ
ンを含む）「プロテスタント国家」という意識との関わりでの検証はまだ本格的になされていな
い。 
 これら近年の宗教改革史に関わる研究の動向からも明らかなように、16 世紀と 17 世紀にお
ける政治・宗教・社会の状況に関する研究が描き出す歴史像は、各々異なったベクトルで展開し、
それぞれ重要な成果を得たが、一方で、相互の整合性を欠き、矛盾をもはらむものとなっている。
宗教改革とピューリタン革命が近代社会誕生の重要なポイントであるならば、これらを統合す
る新たな歴史像の構築が必要性であることが指摘された。 



 
２．研究の目的 
 
 本研究では、旧来の宗教史のような宗教思想の改革や教会組織改革の経過の考察にとどまら
ず、行財政史や国民意識、歴史認識といった側面において宗教改革が与えた影響を解明して宗教
改革の実相を明らかにし、さらに、後世におけるエリザベス１世の治世評価に見られるような、
実際とは異なる理想化・神話化された「フィクションとしての」宗教改革像が、17 世紀の内乱
期を中心とする、その後の時代の政治や国民の意識の有り様にどのように作用したのかを考察
する。現実とフィクションの両面から宗教改革を取り上げることで、領域的にも時間的にも、よ
り大きな枠組みの中で、宗教改革という事象が、その後の「プロテスタント国家」としてのイギ
リスの歴史展開に果たした役割やその重要性を考察する。それは、これまでのプロテスタンティ
ズムと近代社会を、イギリスの事例を媒介させて結びつけてきた歴史理解の再検討にもつなが
る大きな問題である。 
 上述のように、修正論の隆盛以降、分離している宗教改革史研究とピューリタン革命史研究の
新たな結合と整合性のある歴史像の確立は、まだ手つかずの領域であり、新しいイギリス史叙述
を実現するためには不可欠な課題である。また、「プロテスタント国家」という概念を、虚実両
面から考察するといった視点は、イギリスでの研究動向にはあまり見られないものであり、近代
イギリス国家を支えた根幹とされてきた「プロテスタント性」の内実を再検討するという点で、
貴重な貢献になることは間違いない。さらにはブリテン複合国家における宗教改革を包括的に
考えようとする議論は、イギリスの学会でもまだ緒に就いたばかりであり、日本での紹介も乏し
い。その面からの貢献も、本研究の独自性として強調されるであろう。 
 
３．研究の方法 
 
 上記のような本研究の背景・目的を踏まえて、共同研究メンバーが個々に課題を設定し、現地
イギリスでの史資料調査・文献収集を行い、情報を交換して総合的な歴史像の構築に努めた。た
だし、プロジェクトの開始が世界的なパンデミックであるコロナの猛威の始まりと重なったた
め、実際の史資料調査などは共同研究期間の後半に集中的に行われた。なお、情報を交換し、課
題の再調整を行うための研究会は以下の通りに開催された。 
 
（１）2020 年 8 月２日 zoom にて開催 
（２）2021 年 11 月 8 日 神奈川大学みなとみらいキャンパスにて開催 
（３）2023 年 1 月 21 日 神奈川大学みなとみらいキャンパスにて開催 
（４）2024 年２月 22 日 神奈川大学みなとみらいキャンパスにて開催 
 
 
４．研究成果 
 
 すでに述べたように本研究の期間はコロナ禍が猛威を奮った時期に重なったため、研究の進
捗状況に関してはたびたび困難な局面を経験したが、当初掲げられた課題についてはおおむね
達成された考えられる。 
 「（１）「長期の宗教改革」を超えて」については、特に近世を長い射程で見通した論考が共同
研究のメンバーによって執筆されるとともに、特に一般的に認識される 16 世紀の宗教改革史研
究だけではなく、17 世紀中葉のいわゆるピューリタン革命における様々な宗教的局面を問題と
した研究が宗教改革との関連で追及されたことによって、従来の「長期の宗教改革」論を超えた
新しい宗教改革像が構築された。 
 「（２）構築物（フィクション）としての「プロテスタント国家」」の再検討は、研究の背景で
挙げられた３つの課題のうち最も困難な課題であったが、個々の研究の中で、そもそも「宗教改
革」という言説がどのように扱われ、どのような眼差しを向けられたかという、ある意味ではメ
タなレベルでの宗教改革理解を推し進めたことにより、一定程度の解明がなされたと考えられ
る。 
 「（３）「ブリテン複合国家」と長い宗教改革」については、ウェールズやスコットランドでの
宗教改革にかかわる個別で豊富な事例についての研究が蓄積されたことによって、「ブリテンの
宗教改革」と呼びうる全体の歴史像と、それらの個々の事例における共通点と差異がまとまった
形で明らかにされたと考えられる。今後の課題は、ブリテン島（イングランド、スコットランド、
ウェールズ）で起こった宗教的実践や変容の問題を、アイルランドの歴史的な経験ともすり合わ
せながら語り直すことであろう。 
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